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神奈川県

小田原市
世界にきらめく明日の

1000年都市
小田原市文化交流課

面　

積

：

一
一
四
・
〇
六
k㎡

人　

口

： 

一
九
万
八
七
二
二
人
（
二
〇
〇
八
年
六
月

一
日
）

特
産
物

： 

カ
マ
ボ
コ
、
干
物
、
梅
干
、
寄
木
細
工
な

ど

名
所
・
旧
跡

：

小
田
原
城
址
公
園
、
石
垣
山
一
夜
城

　
　
　　
 
歴
史
公
園
、
二
宮
尊
徳
生
家
、
曽
我
梅
林

な
ど

城
下
町
で
あ
り
、
東
海
道
の
宿
場
町
で
も
あ
る

小
田
原
市
は
、
神
奈
川
の
「
西
の
玄
関
口
」
に
あ

る
都
市
で
す
。

山
・
川
・
海
な
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
立
地
と

温
暖
な
気
候
を
背
景
に
、
北
條
早
雲
を
初
め
と
す

る
後
北
條
氏
以
来
、
小
田
原
城
を
中
心
に
商
業
・

文
化
が
栄
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
多
く
の
遺
跡
や
古

文
書
な
ど
に
よ
り
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
小
田

原
に
は
「
一
〇
〇
〇
年
都
市
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
古

く
か
ら
富
士
・
箱
根
・
伊
豆
と
い
う
国
際
的
な
観

光
地
の
広
域
交
流
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

小
田
原
市
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
特
例
市
に

移
行
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
二
月
に
は
全
国
の

先
頭
を
き
っ
て
市
域
全
域
で
景
観
計
画
な
ど
を
施

行
す
る
な
ど
、
歴
史
資
産
を
生
か
し
つ
つ
、
次
代

に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〈
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
〉

小
田
原
市
と
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
は
、
海
岸
に
面

し
、
気
候
が
温
暖
な
こ
と
、
柑
橘
類
を
栽
培
し
て

い
る
こ
と
な
ど
類
似
し
て
い
る
点
が
多
い
こ
と
か
ら

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、
一
九
八
一
年
一
一
月
八
日

に
姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
を
し
ま
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
南
部
に
あ
る
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ

は
、
メ
キ
シ
コ
国
境
か
ら
一
一
㎞
の
位
置
に
あ
り
、

メ
キ
シ
コ
文
化
の
影
響
が
見
ら
れ
、
ま
ち
の
中
で

お　　　　　　だ　　　　　  わら　　　　　し

cチュラビスタ市青年交流　箱根見学

小田原市

神奈川県

小
田
原
市
の
概
要

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
と
の
交
流
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も
ス
ペ
イ
ン
語
を
耳
に
し
ま
す
。
面
積
は
約
一
〇
〇

k㎡
、
人
口
は
約
二
二
万
人
で
、
小
田
原
市
と
同
規

模
の
都
市
で
す
。

　
〈
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
と
の
交
流
事
業
〉

市
民
に
よ
る
姉
妹
都
市
交
流
を
目
指
し
て
、
一

九
八
二
年
六
月
に
小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
が
設

立
さ
れ
、
青
年
の
相
互
交
流
、
市
民
訪
問
団
の
相

互
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
年
交
流
は
、
一
九
八
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今

年
度
で
二
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
夏
、
両
市

の
青
年
（
各
四
人
）
が
お
互
い
の
市
を
訪
問
し
、

約
二
週
間
に
わ
た
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
歴
史
の
学
習
や
文
化
体
験
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

交
流
終
了
後
も
派
遣
生
O
B
・
O
G
は
、
そ
の

経
験
を
活
か
し
て
、
小
田
原
市
内
で
外
国
人
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
日
本
語
教
室
へ
の
協
力
な
ど
、
積
極
的
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

同
交
流
会
は
、
今
ま
で
に
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
へ
の
市

民
訪
問
団
派
遣
を
六
回
、
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
か
ら
の

受
入
を
五
回
行
っ
て
お
り
、
延
べ
二
〇
〇
人
以
上
の

市
民
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
一

人
が
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
か
ら
小
田
原
市
教
育
委
員
会

に
派
遣
さ
れ
、
市
内
の
中
学
校
で
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
青
年
交
流
、
市
民
訪
問
団
な
ど
を
通

じ
て
、
両
市
の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
マ
ン
リ
ー
市
〉

小
田
原
市
と
マ
ン
リ
ー
市
は
、
一
九
九
一
年
度
に

開
催
し
た
「
と
き
め
き
小
田
原
夢
祭
り
」
の
国
際

交
流
祭
り
を
き
っ
か
け
に
、
青
少
年
の
相
互
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
に
あ
る
マ
ン
リ
ー
は
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
約
一

一
㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
面
積
は
約
一
五
k㎡
、
人

口
は
約
四
万
人
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
中
規

模
の
自
治
体
で
す
。

丘
陵
か
ら
紺
碧
の
海
を
一
望
で
き
る
最
高
の
住

宅
地
で
あ
り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
で
き
る
ビ
ー
チ
は
背

の
高
い
松
林
に
ふ
ち
ど
ら
れ
て
い
て
世
界
的
に
有

名
で
す
。

〈
マ
ン
リ
ー
市
と
の
交
流
「
と
き
め
き
国
際
学
校
」〉

市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
地

域
の
国
際
化
、
市
民
参
加
、
青
少
年
育
成
を
進
め

る
た
め
、
市
内
の
中
・
高
校
生
を
対
象
に
「
と
き

め
き
国
際
学
校
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
と
き
め
き
国
際
学
校
」
は
、
一
九
九
一
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
度
で
一
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

毎
夏
、
両
市
の
中
・
高
校
生
（
各
二
五
人
）
が
お

互
い
の
市
を
訪
問
し
、
約
一
〇
日
間
に
わ
た
り
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
、
社
会
見
学
や
文
化
体
験

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
交
流
で
は
、
小
田
原
の
生
徒
は
雄
大
な
自
然

の
中
で
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
乗
馬
な
ど
を
体

験
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
両
市
の
長
年
に
わ
た
る

交
流
が
高
く
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
に

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
最
高
青
少
年
事
業
」
を

両
市
が
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
文
化
が
共
生
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
文
化
の
違
い
や
国
際
感
覚
を
学
び
、「
お
だ
わ

ら
っ
子
」
が
地
球
市
民
と
し
て
世
界
に
飛
び
立
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

友
好
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

マ
ン
リ
ー
市
と
の
交
流

cときめき国際学校　小田原城見学 cときめき国際学校　オーストラリアで乗馬
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徳島県

鳴門市
交流の歴史、

新たなステージへ
鳴門市文化交流推進課

鳴
門
市
は
、
徳
島
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
人

口
約
六
万
四
〇
〇
〇
人
の
ま
ち
で
、
鳴
門
海
峡
を

隔
て
て
淡
路
島
に
対
峙
し
て
い
ま
す
。
一
九
九
八
年

に
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通
し
て
か
ら
は
、
実
質
的

に
本
州
・
四
国
間
に
お
け
る
陸
続
き
の
玄
関
口
と

な
り
ま
し
た
。
本
市
の
北
部
は
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
渦
潮
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
渦
巻
く
鳴
門
海
峡
は
有
名
な
景
勝
地
で
す
。
ま

た
、
本
市
に
は
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
礼
の
第

一
番
札
所
「
霊
山
寺
」
や
、
世
界
の
名
画
を
陶
板

で
再
現
し
た
作
品
を
多
数
展
示
し
て
い
る
大
塚
国

際
美
術
館
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
都
市
と

し
て
も
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
さ
つ
ま
い
も
や
ワ
カ

メ
と
い
っ
た
地
元
特
産
物
も
全
国
的
に
有
名
で
す
。

鳴
門
市
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
約
一
〇
〇

〇
人
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
が
収
容
さ
れ
た
「
板
東
俘

虜
収
容
所
」
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
所
長
で
あ

っ
た
松
江
豊
寿
が
、
ド
イ
ツ
兵
の
人
権
を
尊
重
し
、

非
常
に
人
道
的
な
運
営
を
し
た
こ
と
か
ら
、
俘
虜

た
ち
は
解
放
的
な
収
容
所
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
二
年
一
〇
カ
月
の
滞

在
の
間
に
、
ド
イ
ツ
兵
は
農
業
・
畜
産
・
製
パ
ン

な
ど
の
優
れ
た
西
洋
技
術
を
地
元
住
民
に
教
え
、

音
楽
の
分
野
に
お
い
て
は
、
収
容
所
内
で
一
〇
〇
回

以
上
も
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
一
九
一
八
年
六
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た

日
本
初
演
と
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」
交

響
曲
演
奏
会
で
し
た
。
こ
の
史
実
に
か
ん
が
み
、

鳴
門
市
で
は
六
月
一
日
を
「
第
九
の
日
」
と
制
定

し
、
毎
年
六
月
の
第
一
日
曜
日
に
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン「
第
九
」
交
響
曲
演
奏
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
地

域
の
人
々
と
の
交
流
を
顕
彰
す
る
た
め
、
一
九
七
二

年
、
鳴
門
市
ド
イ
ツ
館
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
施
設
の
老
朽
化
や
収
集
資
料
の
増
加
に
伴
い
、

一
九
九
三
年
に
現
在
の
新
ド
イ
ツ
館
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
鳴
門
市
に
お
け
る
日
独
交
流
の
中
核
施

設
で
あ
る
当
館
で
は
、
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
達
が
作
成

し
た
図
書
や
写
真
、
日
用
品
な
ど
を
は
じ
め
と
し

た
当
時
の
貴
重
な
資
料
が
数
多
く
保
存
・
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
一
〇
月
に
は
、
鳴
門
市
と

ド
イ
ツ
の
交
流
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

ド
イ
ツ
館
に
お
い
て
『
ド
イ
チ
ェ
ス
・
フ
ェ
ス
ト
in

な
る
と
』
と
称
す
る
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、

ド
イ
ツ
に
関
す
る
企
画
展
な
ど
に
加
え
て
、
地
域

団
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
加
し
て
お
り
、
毎
年
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
の
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
ド
イ
ツ
と
の
つ
な
が
り

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
一
九
七
四
年
に
本
市
の
姉
妹

都
市
と
な
っ
た
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
は
、
ド
イ
ツ
北

部
に
あ
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
都
市
で
、
人
口

　なる　　　　  と　　　　　  し

鳴門市

徳島県

cドイツ館外観

cドイツ人出演者
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際
交
流
活
動
は
、
今
後
も
積
極
的
に
力
を
入
れ
る

べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
九
月
に
は
、
鳴
門
市
が
属

す
る
徳
島
県
と
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
が
属
す
る

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
が
友
好
提
携
と
な
る
共
同

宣
言
に
調
印
し
た
こ
と
か
ら
、
二
都
市
間
で
あ
っ

た
交
流
が
一
気
に
広
が
り
、
県
内
で
も
ド
イ
ツ
と
の

友
好
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
は
県
と
も
協
力
し
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
活
動
の

幅
を
さ
ら
に
広
げ
、
よ
り
親
密
な
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
始
ま
っ
た
交
流
で
あ
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
・
リ
ュ

ー
ネ
ブ
ル
ク
市
、
そ

し
て
中
国
・
青
島
市

と
三
カ
国
に
広
が
っ

た
こ
の
友
好
関
係

を
、
平
和
の
象
徴
と

し
て
、
絶
や
す
こ
と

な
く
次
代
に
受
け

継
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
市
民
レ
ベ
ル

の
交
流
を
バッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
多
く
の
交
流

の
場
を
提
供
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
新
た
な
交

流
の
可
能
性
を
模

索
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

は
約
七
万
一
〇
〇
〇
人
で
す
。
本
市
と
は
、
人
口
規

模
が
似
て
お
り
、
製
塩
で
栄
え
た
ま
ち
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
姉
妹
都
市
盟

約
の
締
結
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
隔
年

で
相
互
に
親
善
使
節
団
を
派
遣
し
合
い
、
既
に
一
一

〇
〇
人
以
上
の
市
民
が
互
い
の
ま
ち
を
行
き
来
し

て
い
ま
す
。

本
市
と
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
の
長
年
に
わ
た
る

友
好
交
流
は
、
そ
の
独
自
性
や
、「
第
九
」
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
両
都
市
間
に
お
い
て
の
文
化
芸
術

活
動
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、二
〇
〇
七
年
度
姉
妹
自
治
体
交
流
表
彰
（
総

務
大
臣
賞
）
を
授
賞
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
人
俘
虜

と
地
元
住
民
の
交
流
が
始
ま
っ
て
か
ら
九
〇
年
以

上
、
そ
し
て
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
と
姉
妹
都
市
提

携
を
結
ん
で
か
ら
三
〇
年
以
上
の
時
が
た
ち
ま
し

た
が
、
現
在
も
続
い
て
い
る
交
流
が
相
互
の
努
力

に
よ
り
大
き
く
育
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
大
変
光
栄
で
す
。
創
意
と
工
夫

に
富
ん
だ
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
る
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
、
今
後
も
さ
ら
な
る

友
好
交
流
の
発
展
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

九
〇
年
前
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
地
元
住
民
と
の

温
か
い
交
流
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇

六
年
に
「
バ
ル
ト
の
楽
園
」
と
し
て
映
画
化
さ
れ

ま
し
た
。
撮
影
の
た
め
、
市
内
に
は
当
時
の
板
東

俘
虜
収
容
所
が
再
現
さ
れ
、
撮
影
期
間
中
は
地
元

住
民
約
一
〇
〇
〇
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
、

ま
さ
に
市
を
挙
げ
て
の
史
実
の
映
画
化
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
は
撮
影
後
「
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ロ
ケ
村
〜
歓
喜
の
郷
〜
」
と
し
て
、
鳴
門
市
の
新

た
な
観
光
施
設
と
な
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
映
画
は

姉
妹
都
市
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
を
は
じ
め
と
す
る

ド
イ
ツ
国
内
五
都
市
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
映
画

「
バ
ル
ト
の
楽
園
」
は
、
本
市
と
ド
イ
ツ
と
の
深
い

歴
史
を
、
後
世
に
残
す
記
録
に
な
っ
た
と
同
時
に
、

本
市
の
誇
る
べ
き
遺
産
を
国
内
外
に
発
信
す
る
す

ば
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

鳴
門
市
は
ド
イ
ツ
・
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
の
み
な

ら
ず
、
中
国
・
青
島
市
と
も
交
流
を
し
て
お
り
、

一
九
九
九
年
に
は
友
好
交
流
意
向
書
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
青
島
市
に
駐
留
し
て
い
た
ド

イ
ツ
兵
が
俘
虜
と
な
っ
て
板
東
俘
虜
収
容
所
に
移

送
さ
れ
た
こ
と
が
縁
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
現
在
、
本
市
に
は
、
ド
イ
ツ
人
国

際
交
流
員
と
青
島
市
か
ら
の
中
国
人
国
際
交
流
員

が
勤
務
し
、
国
際
交
流
を
担
っ
て
い
ま
す
。
二
人

の
国
際
交
流
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
都
市
に
つ

い
て
の
講
演
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
市
民
が
気
軽
に
友
好
国
の
人
と
ふ
れ
合
い
、

国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、

彼
ら
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
の
交
流
の
一
環
と
し
て
は
、

鳴
門
高
校
と
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
ラ
ー
ベ
校
が
交
換
留
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
三
人
の
ド
イ
ツ
人
留
学
生
が
鳴
門
高
校

に
留
学
し
、
鳴
門
市
か
ら
は
一
人
が
留
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
鳴
門
教
育
大
学
は
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク

市
の
ロ
イ
フ
ァ
ナ
大
学
と
国
際
学
術
交
流
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
留
学
生
の
受
入
れ
な
ど
の
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
た
青
少
年
の
国

c給食を食べる使節団員c市庁舎前で


